
審査分野、審査方式、審査体制は基本的に
全ての種目共通に設定されており、申請数増
加や重複制限による弊害が指摘。

４．科研費改革の基本的な方向性～科研費改革に求められるもの～

３．科研費の「流行」を考察する上で検討すべき要素
（１）研究費をめぐる国際的動向 ：学術政策や研究費の審査や配分は、世界各国が共通した課題に直面

○ 審査の改善に関する指摘
・専門分野が異なる審査委員同士が時間をかけて
議論する機会の確保、創造的な研究が評価される
ような仕組み。
・「審査委員」を育成する場と過程を形成。
・審査コメントを通じた審査委員と研究者のコミュニケーション
・プレスクリーニング導入や審査コストの再配分等の工夫。

平成２６年８月 科学技術・学術審議会学術分科会
我が国の学術研究の振興と科研費改革について（中間まとめ） 概要

１．成熟社会における学術研究
○ 世界の先頭を競っている分野の持続的発展、優秀な研究者が学際的・分野融合的領域に取り組む環境の醸成、
世界の先頭を走ることになる分野の苗床となるような学術研究の質の高い多様性の確保、若手研究者の確保・育
成のためには、大学政策、学術政策、科学技術・イノベーション政策が連携しながら、基盤的経費と競争的資金の
両面で大学の教育研究を支えるという「デュアルサポートシステム」の「再生」を図ることが必要。
○ 競争的環境の中で大学の研究活動を支える研究費として独自の重要な役割を担っている科研費は、成熟社会

における学術研究のあるべき姿（挑戦性、総合性、融合性、国際性）を見据えながらの議論が必要。

２．科研費の展開と「不易たるもの」
○ 大正７年以来の一世紀にわたる科研費の展開を踏まえ、以下の４点について堅持。

① 専門家による審査（ピアレビュー）
② あらゆる学問分野について、大学等の研究者に対して等しく開かれた唯一の競争的資金制度
③ 自らの発想と構想に基づいて継続的に研究を推進させることができる唯一の競争的資金制度
④ 学術研究の特性を踏まえた、基金化や繰越手続きの大幅な簡素化などの不断の改善

○ 科研費を活用する観点に立った意見等
・重複制限により新しい分野への発展的移行困難。
・大規模科研費のグローバル化を踏まえた審査や
評価の改善を図る必要。
・研究主体の多様性への留意。
・国際共同研究の推進、国際的コミュニティに
おける若手研究者のネットワーク形成等

一定規模以上の種目へのスタディ・セクション方式の導入の検討、
審査委員育成・コメントフィードバック・プレスクリーニング等の条
件整備、大規模科研費の審査や評価の改善検討。

①科研費の基本的な構造の改革

②自らのアイディアに基づく継続的な学術研究推進の観点からの見直し

過度な集中は避けつつ、優秀な研究者が進展
を踏まえながら継続的に研究を進められること
が必要。

重複制限の見直し、早期終了・最終年度前年度応募の活用、ラ
イフイベントに配慮した支援、帰国前予約採択の検討。
大型設備・高度機器の共用の推進。

③国際ネットワーク形成の観点からの見直しと体制整備

他者との交流・対峙が常に求められる。また、
個人の研究の発展や学際・融合分野の推進に
交流とネットワーク構築が必要。

大規模科研費における国際共同研究のための研究者の海外派
遣、海外研究者の招聘等による国際社会における存在感の維
持・向上。個人ベースでの多様で柔軟な国際ネットワークの形成。

④「学術助成基金」の充実

丁寧な審査の導入や国際共同研究等の推進
では、会計年度の制約が支障になる可能性。

アワードイヤーの導入による丁寧な審査の実現と会計年度が国
際共同研究の制約とならないための、「学術助成基金」の充実に
よる研究費の成果を最大化。

⑤研究成果の一層の可視化と活用

（２）科研費の在り方についての関係者からの様々な意見や指摘

科研費成果等を含むデータベースの構築等。
学術研究の成果を応用研究・実用化研究につ
なぎ、戦略的な基礎研究を推進

５．科研費以外の制度に求められる改革の方向性

○ 強みに結び付く水準の高い学術研究の多様性の推進
○ 教育・研究の卓越性や全学的なビジョン・戦略に基づく
学内資源配分の最適化

大学改革に求められるもの 科研費以外の競争的資金改革に求められるもの
○ 研究現場に与える影響を考慮した制度新設
○ イノベーションシステム全体の強化の観点から、
制度全体を俯瞰し、バランスの取れた制度を設計

※科研費改革の具体的な改革案、工程については、今後、作業部会で更に検討


